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高齢者宅へ訪問する見守り活動（豊科高家での取り組み）

研修会での意見交換（堀金総合体育館）

合計
7,020件

高齢者に関
すること
3,650 件
52%

障害者に関
すること
323件
4%

子どもに関
すること
2,152 件
31%

その他（生活・
福祉・介護など）
895件
13%

委員同士の課題や悩みなどを共有　安曇野市民生児童委員研修会
事例研究や専門性を高めるため昨年 9月 8 日、堀金総合体育館

で行われた安曇野市民生児童委員研修会では、委員 2人よる事例
発表と 10 人程度に分かれてのグループワークが行われました。家
庭の実情把握までの委員の苦労や悩み、各所との協力や努力の様
子が語られ、参加者は熱心に耳を傾けていました。また、グルー
プワークでは、各委員が「どこまで踏み込んでいいのか分からな
い」「あまり深入りしてはいけないのでは」など日ごろの思いを話
し、委員となっての課題や悩みなどを互いに語り合いました。

平成23年度
民生委員・児童委員の活動状況
（分野別相談支援件数と活動日数）

●延べ活動日数　３万４３９日
　民生委員・児童委員一人あたり
　　年間：相談・支援　　３２件
　　　　　活 動 日 数　１４０日

特集 ◎ 民生委員・児童委員

｜ ｜


